






























体重 1) X100) を求め，男女それぞれの肥満度の平均値と標準偏差をもとに 5年次あるいは6年






























身長 5年 138.6( 6.0) 139.2( 7.7) 
*** (cm) 6年 144.5(6.9) 144.8( 9.2) 
体重 5年 33.7( 6.7) * 41.4(9.0) 
*キ
(kg) 6年 37.9( 7.9) ** 47.4(10.3) 
5年 3.7(13.0) 料* 25.8 (12.3) 
肥満度
6年 4.2(13.9) ** 29.400.7) 





身長 5年 139.1( 6.0) 140.3( 6.5) 
** (cm) 6年 145.6( 6.2) 146.2( 7.2) 
体重 5年 33.6(6.0) * 40.5( 5.9) 
* (kg) 6年 37. 7 ( 6. 7) ** 45.7( 6.7) 
5年 3.3 (12.1) ** 21.9( 9.7) 
肥満度

























50 m 5年 9.4( 0.8) * 10.1( 1.0) 
** * (sec) 6年 8.8 ( 0.7) I 9.2( 0.9) 
走幅跳 5年 291.6(36.2) * 261.2(35.2) 
**彬
(cm) 6年 328.2(37.5) 料 290.1(37.7)
ソフト ボー ル投 5年 30.0( 8.8) 30.3 (12.8) 
(m) 6年 32.3( 8.7) 31. 8 (12.3) 
奈|懸垂 5年 29.7(14.0) 20.5 (14.8) 
* (回) 6年 22.9 (10.1) * 14.5( 9.7) 
ジグザグ 5年 20.4( 4.1) I 23.1( 5.7) 
ドリ ブル * 
(sec) 6年 18.3( 3.2) * 20.6( 3.9) 
連続逆上がり 5年 3.4( 2.2) 2.5( 2.1) 
(回) 6年 3.9( 2.0) 3. 1 ( 1.8) 
総合得点 5年 43.8 (21. 9) 30.8(23.2) 
** (点) 6年 57.0(21.1) 44.2(26.2) 





50 m 5年 9.6 ( 0.6) 9.9( 0.4) 
** * (sec) 6年 9.0( 0.6) 9.2( 0.6) 
走幅跳 5年 257.6(35.7) 240.2(26.5) 
** * (cm) 6年 303.3(37.7) 286.2(33.3) 
ソフトボール投 5年 16.9( 4.5) 15.5( 2.5) 
(m) 6年 17.8( 4.9) 16.9( 3.8) 
斜懸垂 5年 31. 6 (12.0) 26.6 (10.2) 
** *別院(回) 6年 17.8( 9.0) 13.6( 7.0) 
ジグザグ 5年 21.8(3.5) 23.5( 3.6) 
ドリフソレ
(sec) 6年 20.6( 3.2) 21.4( 3.5) 
連続逆上がり 5年 3.5( 1.8) * 1.9(2.2) 
* (回) 6年 4.6( 2.0) I 3.5( 2.6) 
総合得点 5年 30.7 (15.0) * 18.1 ( 8.6) 



























被験者全体 肥満予備群 被験者全体 肥満予備群
N=72 N=ll N=58 N=ll 
反復横跳 5年 36.8( 4.3) * 32.5( 4.7) 反復横跳 5年 36.6( 3.1) 35.1( 3.0) 
** ** * (回) 6年 40.5( 6.4) * 35.5 ( 7.9) (回) 6年 39.8(4.3) * 37.9(1.9) 
垂直跳 5年 40.7(7.2) 136.4(6.1) 垂直跳 5年 31.2(5.7) * 27.5(3.4) 本* * (cm) 6年 37.5( 5.9) * 33.5( 6.0) (cm) 6年 33.1( 6.0) 32.7( 3.1) 
背筋力 5年 62.9 (21. 9) 65.3(34.7) 背筋力 5年 53.5 (15.1) 48.4 (16.4) 
** ** * (kg) 6年 80.3 (21. 3) 79.5(27.4) (kg) 6年 69.9(17.5) 72.7(14.3) 
握力 5年 12.8( 3.5) 13.2( 6.1) 握力 5年 11. O( 3.1) 12.0( 2.7) 
** ** ** (kg) 6年 16.5(4.6) 17.2( 7.2) (kg) 6年 14.5( 3.8) 16.1( 2.2) 
伏臥上体そらし 5年 40.4( 6.6) 38.6( 6.5) 伏臥上体そらし 5年 39.9( 8.4) 44.4( 8.0) 
* ** (cm) 6年 43.0( 6.7) 39.1 ( 7.7) (cm) 6年 47.1( 7.4) 49.7( 6.1) 
立位体前屈 5年 2.9( 5.8) 1.9(6.7) 立位体前屈 5年 4.4( 5.5) 6.4 ( 4.5) 
* **本 * (cm) 6年 5.8( 4.9) 3.2( 6.7) (cm) 6年 10. 5( 4.6) 11.3(3.7) 
5年 70.4 (10.6) 73.0(10.3) 5年 68.3(10.1) * 60.5( 9.1) 
踏台昇降 踏台昇降 * 
6年 67.4( 9.7) 63.7(10.4) 6年 67.4(10.6) 68.2( 5.6) 
総合得点 5年 20.1( 3.0) 18.9(4.3) 総合得点 5年 19.2( 2.7) 18.1(2.4) 
* 判ド** ** (点) 6年 21. 7( 3.7) 18.9( 5.0) (点) 6年 23.4 ( 3.8) 24.0( 1. 2) 

















男 子 女 子
被験者全体 肥満予備群 被験者 全体 肥満予 備群
5 0 町1 6.4 8.9 6.3 7. 1 
走 中高 跳 12.6 11. 1 17.7 19.2 
ソフトボ ー ル投 7.7 5.0 5.3 9.0 
斜 a揮泊w:、 垂 向 22.9 29.3 43.7 48.9 
ジグザグドリブル 10.3 10.8 5.5 8.9 
連続逆上が り 14.7 24.0 31. 4 84.2 
*会己 ぷ口己、 得 占 30.1 43.5 85.7 152.5 
表5 体力診断テス トの伸び率
男 子 女 子
被験者全体 肥 満予備群 被験者全体 肥満 予備群
反 復 横 R3E 10. 1 9.2 8.7 8.0 
垂 直 問i ー7.9 -8.0 6. 1 18.9 
背 筋 力 27.7 21. 7 30.6 50.2 
占星 力 28.9 30.3 31. 8 34.2 
伏臥上体そら し 6.4 1.3 18.0 11. 9 
立 {立 体 円リ 屈 100.0 68.4 138.6 76.6 
E音 台 昇 降 4.3 12.7 -1. 3 12.7 
総 ぷ口〉、 得 占 8.0 0.0 21. 9 32.6 
??????
大村 一光 野井倉洋豪








していた被験者が7名， 5年次肥満予備群から 6年次に標準児へ移行した被験者がI名， 5年次標
準児から 6年次に肥満予備群へ移行した被験者が3名みられた。
女子では肥満予備群と診断された被験者11名の中で 5年次から 6年次にかけて肥満予備群に属
していた被験者が9名， 5年次，肥満予備群から 6年次に標準児へ移行した被験者が1名， 5年次，
標準児から 6年次に肥満予備群に移行した被験者が1名みられた。
表6-1 1年間における体型の推移(男子) 表6-2 1年間における体型の推移(女子)
6年 ヤセ予備群 標準児 肥満予備群5年
6年 ヤセ予備群 標準児 肥満予備群5年
ヤセ予備群 7 ヤセ予備群 4 2 
標 準 児 2 52 3 襟 準 児 2 43 
肥満予備群 l 7 肥満予備群 9 
6 肥満予備群の分類
表7 肥満予備群における肥満度の増加の割合
No 男 子 女 子 表 7は，肥満予備群に属する男女それぞれ
15.6 22.4 11名の 1年間における肥満度の増減を増加の大
2 13.5 7.5 グループ I
3 11. 2 3. 1 きかった順に示したものである。男子の増減が
4 9.6 0.7 15.6~-9.4の範囲にあるのに対し，女子では5 7.7 -2.4 
6 3.4 -3.4 グループE 22.4~-10.7の範囲にあり，女子の増減が大き7 0.5 -4.5 
8 -2.0 -4.5 いことが示された。また，男子と比較して女子
9 3.6 -5. 1 
10 -5.9 -8.6 グループE では，肥満度の減少した被験者が11名中 7名み
11 -9.4 10.7 
MEAN 3.7 0.5 られるなど肥満予備群に属してはいるものの，












もグループ 1 (肥満増加群)の伸びが小さく，グループI (肥満減少群)の伸びが最も大きかった。
体重は，身長と同様に 5年次から 6年次にかけて男女とも増加がみられ，男子ではグループ 1 (肥
満増加群)が1%，女子ではグループI (肥満維持群)が 5%水準で有意差がみられた。各グルー





ており，女子では 6年次に肥満度指数としては標準の値まで減少し 5年次と 6年次の聞には 5%





N=3 Nニ 5 N=3 
身長 5年 138.9( 2.7) 135.5( 5.8) 145.6( 9.5) 
(cm) 6年 143.9( 2.8) 140.7( 6.8) 152.4 (11. 8) 
体重 5年 36.8( 1. 7) 40.1( 7.8) 48.2(11.0) 
* 
(kg) 6年 45.3( 1.4) 45.8( 9.8) 52.2(13.8) 
5年 13.1 ( 4.0) 30.6(11.4) 30.3 (10.0) 
肥満度 * 
6年 26.5( 5.0) 34.5(11.0) 24.0(10.7) 




N=3 N=5 N=3 
身長 5年 142.3( 9.8) 139.3( 4.0) 139.9(5.2) 
* 
(cm) 6年 145.8(11. 9) 145.8( 3.6) 147.2( 5.1) 
体重 5年 39.9 (10.1) 41.1( 2.3) 40.1( 3.6) 
* 
(kg) 6年 47.0(11.7) 46.2(2.1) 43.7(3.6) 
5年 14.2 (12. 4) 26.6( 7.2) 21.9(2.0) 
肥満度 * 












グループ別にみてみる と， グループIII(肥満滅少群)では 5年次に 7項目中 6項目， 6年次では
7項目すべてにおいて最も高い値を示した。 (50mでは6年次にグループIと5%，走幅跳で5年
次にグループIと5%， 6年次にグループEと1%， ソフ トボール投で5年次にグループ Iと5%， 
総合得点で5年次 6年次にグループEと5%水準で、有意差あ り)。











グ ルー プ I グループ E グループ E
N=3 Nニ 5 N=3 
5 i下 1l.0( 1.3) 10.0( 0.7) 9.4 ( 0.1) 50 m ** 
(sec) 6 年
10.1 ( 0.8) 9.3 ( 0.7) 8.3 ( 0.2) 
* 
* 
走 中高 回i 5 年 226.0(22.6) 261.0(28.5) 296.7( 6.2) 
(cm) 6 年 281. 5(48. 5) 270、0(14.3) 329.3(23.6) * 
ソフトボール投 5 年 * 
(m) 
21. 7( 8.7) 26.6( 9.5) 45.0( 7.9) 
6 年 24.7 (10. 3) 28.6(10.4) 44.3( 6.6) 
斜 此平 垂 5 年 24.5(13.5) 15.7(11.0) 22.7(17.4) 
(回) 6 年 10.0(8.3) 14.6( 8.4) 18.7(10.9) 
ジグザグドリブル 5 年 24.9( 2.9) 24.8( 6.8) 18.6( 1.9) 
(sec) 6 年 23.2( 4.8) 20.4( 3.3) 18.2( 1.7) 
連続逆上がり 5 年 2.5 ( 2.5) 2.0( 1.4) 3.0 ( 2.2) 
(回) 6 年 2.5 ( 2.5) 2.8( 1.6) 4.0 ( 0.8) 
* 
総合得点 5 年 25.0(23.0) 14.3(16.9) 51.0( 9.9) 
(点) 6 年 34.0(27.0) 33.2(23.1) 69.3(2.1) 
* 




表 9-2 肥満予備群の各グループ別にみた運動能力テスト値 (女子)
グループ I グループ E グループ E
N=3 N=5 Nニ 3
50 m 5 年 9.6 ( 0.3) 9.9( 0.4) 9.9( 0.6) 
(sec) 6 年 8.8 ( 0.7) 9.5( 0.5) 9.1 ( 0.5) 
走 Ip~ li!E 5 年 217.3(17.2) 244.3(23.8) 257.7(20.8) 
* (cm) 6 年 295.0(55.0) 284.4 (24. 7) 283.3(24.3) 
ソフトボール投 5 年 15.3( 2.1) 15.2( 2.9) 16.0( 2.2) 
(m) 6 年 17.5( 1.5) 18.4(4.0) 14.0( 2.4) 
生ヰ 県L宅 垂 5 年 18.5 (11. 5) 32.3( 6.4) 20.0( 0.0) 
** (回) 6 年 9.5 ( 7.5) 12.6( 5.9) 18.0(5.9) 
ジグザグドリブル 5 年 24.1( 2.5) 22.5( 4.6) 24.7 ( 1. 5) 
(sec) 6 年 21.9( 1.6) 21.5(4.8) 20.9( 1.4) 
連続逆上がり 5 年 0.0 ( 0.0) 2.3 ( 2.3) 4.0( 0.0) 
(回) 6 年 2.5 ( 2.5) 3.2 ( 2.8) 4.7( 1.7) 
総合得点 5 年 10.0(7.0) 21.3( 7.6) 22.0( 0.0) 
(点) 6 年 47.5(22.5) 44.2(20.6) 47.0(17.8) 
* P <0.05 本本 P <0.01 
9 各グループ別にみた体力診断テスト







6年次に 8項目中 6項目で 測定値が最も低い値を示した。
女子についてみてみると グループm(肥満減少群)で5年次から 6年次にかけて，反復横跳ぴ
に測定値の低下がみられたものの その他のグループ，項目の測定値は増大していた。グループ別
に各測定項目 をみてみると，グループm(肥満減少群)では 5年次に 8項目中 6項目， 6年次に8
項目中4項目で最も高い値を示しており，体力水準が他のグループと比較して高いことが示された
(伏臥上体そらしは 5，6年次にグループ 1 (肥満増加群)との聞に 5%水準で有意差がみられ







グループ I グループ E グループ E
N=3 N=5 N=3 
反復横跳 5 年 31.0( 2.9) 31.3(3.0) 35.7(6.2) 
(回) 6 年 33.0(11. 3) 34.2( 6.2) 40.3(2.4) 
垂 直 間t 5 年 36.7(7.8) 33.8( 3.6) 39.7(5.0) 
(cm) 6 年 26.7( 4.1) 34.6( 3.6) 38.3( 4.8) 
背 自元 力 5 年 48.0(14.2) 46.0( 9.5) 108.3 (32.3) 
* (kg) 6 年 70.3 (15.8) 64.4(10.7) 113.7(26.0) 
4屋 力 5 年 9.8 ( 4.7) 11.5( 4.6) 18. 8( 4.2) 
(kg) 6 年 13.7( 6.2) 16.0(4.2) 22.9(8.8) 
伏臥上体そらし 5 年 37.3(10.1) 38.0(3.7) 40.7(3.3) 
(cm) 6 年 36.0( 7.9) 38.2( 6.8) 46.0(5.0) 
立位体前屈 5 年 O.O( 4.9) -0.3( 7.3) 6.7 ( 4.5) 
(cm) 6 年 4.3 ( 7.7) 1.4 ( 6. 1) 5.2 ( 5.7) 
5 年 68.1( 7.4) 74.7(12.3) 75.7( 8.0) 
踏台昇降
6 年 58.4( 6.7) 59.5( 2.9) 74.5(11.6) 
総合得点 5 年 17.0( 4.3) 16.8( 1.9) 23.7( 2.1) 
(点) 6 年 16.3(4.7) 18.0( 3.4) 24.5 ( 3.5) 
* P <0.05 
表10-2 肥満予備群の各グループ別にみた体力診断テスト値(女子)
グループ I グループ E グループ E
N=3 N=5 N=3 
反復横跳 5 年 33.7( 4.2) 35.0( 1. 7) 37.5( 1.5) 
(回) 6 年 38.3( 0.9) 38.2( 1. 7) 37.0( 2.4) 
* 垂 直 跳 5 年 31.0( 2.9) 25.0(2.0) 28.3( 1. 7) 
(cm) 本*6 年 32.7( 2.1) 33.4( 3.4) 31.7( 3.3) 
背 筋 力 5 年 42. 3 ( 1.7) 44.8(17.1) 60.3(17.3) 
* (kg) 6 年 63.3( 9.0) 68.4(10.2) 89.3(10.0) 
握 力 5 年 11.0( 1.2) 11.7( 2.2) 13.4( 3.8) 
* * 
(kg) 6 年 16.8(0.6) 16.3( 2.0) 15.2( 3.2) 
年 * 伏臥上体そらし 5 434((62)  27j54j 
(cm) 6 年 42.0( 4.0 50.3( 4.9 53.7( 4.0 * 
立位体前屈 5 年 5.7 ( 2.9) 8.2 ( 2.5) 4.0 ( 6.7) 
* (cm) 6 年 9.0( 1.6) 12.3( 1.7) 12.0( 5.9) 
5 年
踏台昇降
59.8( 4.4) 56.6(11. 4) 66.6( 5.0) 
6 年 63.4(0.0) 66.9( 4.1) 71.5(6.4) 
総合得点 5 年 17.0( 2.2) 18.0( 2.5) 20.0( 0.0) 
* (点) 6 年 23.5( 1.1) 24.7( 0.9) 







TG，動脈硬化指数，クンケル，チモ ルー， Got， Gpt， chE， -Gpt， LDH，総蛋白で測定値
が他の2グループと比較して最も高くなり， T -cho， L D L -cho，クンケル， Gotはグループ




グループ I グル ープ E グループ E
* 
168.4( 19.4) T -cho 214.3( 14.3) 164.3( 49.6) 
* 
HDL -cho 60.3 ( 8目4) 52.6( 6.8) 62.3( 10.6) 
LDL -cho 135.1 ( 13.1) 97.5( 16.2) 87.3( 37.2) 
TG 94.3( 7.0) 91.4( 32.1) 73.7( 13.6) 
2.6( 0.4) 
* 
動脈硬化指数 2.2 ( 0.5) 1.6( 0.3) 
CA 4.7 ( 0.1) 4.7 ( 0.1) 4.6 ( 0.1) 
P 4.8 ( 0.2) 4.4( 0.4) 4.9( 0.8) 
補 CA 9.0 ( 0.1) 9.0 ( 0.2) 9.0 ( 0.2) 
総 Bil 0.5 ( 0.0) 0.5 ( 0.1) 0.7 ( 0.1) 
* 
ク ン ケ Jレ 9.6 ( 0.4) 7.2 ( 6.4 ( 
* 
チ モ }レ 4.3 ( 0.8) 2.9 ( 1. 3) 2.1 ( 0.7) 
* 
* 
Got 35.0( 2.9) 25.8( 3.5) 29.0( 3.6) 
Gpt 21. 3( 2.5) 19.2( 8.8) 16.7( 2.1) 
chE 1479.0( 40.9) 1398.4(289.3) 1312.7 (191. 9) 
ALP 27.3( 6.6) 28.0( 4.6) 33.7( 7.1) 
Gpt 18.7(3.8) 14.8( 2.6) 15.7( 4.6) 
LDH 543.7( 83.8) 442.0( 92.2) 527.3( 85.8) 
*会U、 蛋 白 7.6 ( 0.1) 7.4 ( 0.3) 7.2 ( 0.4) 
Alb 4.5 ( 0.0) 4.5 ( 0.2) 4.3 ( 0.0) 







グループ I グループ E グループ E
T -cho 176.0( 1. 0) 165.6( 14.5) 165.0( 9.6) 
HDL -cho 44.9( 10.8) 46.1( 6.3) 57.5( 6.6) 
LDL -cho 107.4( 5.9) 101.9( 9.6) 93.4( 14.0) 
TG 
118.5( 19.5) 87.8( 18.4) 70.3( 13.5) 
* 
動脈硬化指数 1. 0) 2.6( 0.4) 1.9( 0.5) 
CA 4.9 ( 0.1) 4.8 ( 0.1) 4.6 ( 0.1) 
P 4.5 ( 0.0) 4.1 ( 0.3) 5.0( 0.4) 
補 CA 9.2 ( 0.1) 9. 1 ( O. 1) 8.8 ( 0.1) 
総Bil 0.6 ( 0.1) 0.5 ( 0.1) 0.7 ( 0.2) 
本 * 
ク ン ケ Yレ 8.2 ( 0.1) 6.7( 1.0) 9.4 ( 0.6) 
チ モ jレ 1.9( 0.4) 2.7 ( 1. 3) 4.5 ( 0.8) 
* 
Got 20.5( 0.5) 27.6( 3.4) 25.0( 3.3) 
Gpt 11.5( 0.5) 10.8( 3.2) 11.7( 0.9) 
chE 1444.5( 90.5) 1324.4(209.1) 1336.0( 96.4) 
* ALP 
32.5( 7.5) 32.6( 2.2) 40.0( 1. 6) 
* 
Gpt 20.0( 1.0) 12.8( 2.9) 12.3( 3.4) 
* 
LDH 417.0( 73.0) 422.2( 35.2) 439.3 (120.7) 
蛋 白 8.0 ( 0.2) 7.6 ( 0.3) 7.4 ( 0.2) 
牢
Alb 4.7 ( 0.1) 4.6 ( 0.2) 4.4 ( 0.2) 
A / G よと 1.4( 0.0) 1.5( 0.1) 1.5( 0.1) 
* P <0.05 * P <0.01 
女子についてみてみると，肥満度の最も大きかったグループ IではT-cho，LDL-cho， TG， 
動脈硬化指数， CA，補CA，総蛋白で測定値が他の2グループと比較して最も高くなり， TG， 
総蛋白ではグループI (肥満減少群)との簡に 5%水準で有意差がみられた。また，上述した測定
項目は男子と同様に肥満度の増加が少なくなるにつれて測定値も小さくなる傾向にあった。









表12-1 肥満予備群のグループ別にみた食物摂取状況(男児) unit % 
栄 グループ I グループ H グループ E
養 食 口仁口1 群
素 少な適量多い 少な 適量多い 少な 適量 多い
蛋 1 魚 ・肉・ 大豆 100 100 100 
白
質 群 。H 33.3 66.7 50.0 50.0 i 100 
カ
2 主ド 宇L 25.0 jレ 33.3 33.3 33.3 75.0 50.0 50.0 
ン
ウ 群 宇L 製 ロEロ3 100 50.0 50.0 100 ム
ビ
タ
3群 野 菜 100 25.0 75.0 50.0 50.0 
、
4群ン 果 物 33.3 66.7 75.0 25.0 i 100 




昼 100 100 
ノf ン
糖 5 タ 100 100 100 め ん 類
問 100 100 i 100 
ジャム・マーマレード 100 100 i 50.0 50.0 
u、 も ま頁 100 25.0 75.0 50.0 50.0 
質 群 砂 糖 100 100 
100 
甘 し、 飲 キヰ 66.7 33.3 100 100 
菓 子 100 75.0 25.0 50.0 50.0 
油料理マヨネーズ 33.3 66.7 100 100 
目旨 6 
魚、肉どちらが多い 100 75.0 i 25.0 100 
肉の脂の多少 100 100 100 
質 群
バター-マーガ リン 100 100 50.0 50.0 
料理の味付け 66.7 33.3 50.0 50.0 50目。 50.0 
調 食
味噌汁の量 66.7 i 33.3 100 50.0 50.0 
味
塩辛い も の 100 100 100 
料 塩
漬 物 100 100 100 
121 
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表12-1 肥満予備群のグループ別にみた食物摂取状況(女児) unit % 
栄 グループ I グループ H グループ E
養 食 口口 群
素 少な適量 多い 少な適量多い 少な適量多い
蛋 l 魚、・肉・大豆 100 20.0 80.0 100 
白
質 群 ~~ 33.3 33.3 33.3 40.0' 60.0 i 66.7 i 33.3 
カ
2 牛 宇LJレ 100 40.0 ! 40.0 20.0 100 
ン
100 100 ウ 群 乳 製 ロロ 50.0 50.0 ム
ビ
タ
3群 野 菜 100 40.0 60.0 33.3 66.7 
、
ン 4群 果 物 100 80.0 20.0 ! 66.7 33.3 
朝 100 100 100 
事、




糖 5 タ 100 100 100 め ん 類
問 100 100 100 
ジャム・マーマレード 100 100 100 i 
し、 も 類 33.3 66.7 20.0 80.0 33.3 66.7 
質 群 砂 糖 100 60.0 40.0 66.7 33.3 
甘 u、 飲 料 100 100 100 
菓 子 100 100 100 
油料理マヨネーズ 66.7 33.3 100 i 100 
脂 6 
魚肉とちらが多い 100 80.0 20.0 100 
肉の脂の多少 100 100 ! 100 
質 群
バター・マーガリン 100 80.0 20.0 33.3 66.7 
料理の味付け 33.3 66.7 100 66.7 33.3 
調 食
味噌汁の量 100 100 100 
味
塩辛いも の 100 100 ! 100 i 
事+ 塩






1 -1，表 1-2 )。このように肥満度の値の増減が男女で逆のパターンを示した原因は女子では









































ループ I)の 5年次の血液生化学検査を見てみると，他の 2グループと比較して，総コレステロー
ル (T-cho) ， L D L -cho， T G，動脈硬化指数，総蛋白などの値カ:高く，統計的に有意差の
みられる項目もいくつかみられた。一方 肥満予備群の中で肥満度の減少の最も大きかったグルー
プEでは，男女とも運動能力テスト，体力診断テスト値が他の2グループと比較して最も高かった
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